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「
第
四
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

〜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
〜
」

の
決
勝
開
催

▼
日
本
銀
行
で
は
、
昨
年
十
二
月
六
日
、

大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融
経
済

分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
四
回　

日
銀
グ

ラ
ン
プ
リ
〜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言

〜
」
の
決
勝
を
本
店
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
わ
が
国

の
金
融
を
巡
る
課
題
と
処
方
箋
」。
わ
が

国
の
金
融
を
巡
る
現
状
を
踏
ま
え
、
金

融
シ
ス
テ
ム
や
金
融
市
場
な
ど
、
金
融

を
巡
る
課
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対

す
る
具
体
的
な
処
方
箋
を
提
案
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
八
一
編
も
の

多
数
の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
応
募
要
領

に
沿
っ
た
一
次
審
査
の
結
果
、
五
チ
ー

ム
（
名
古
屋
市
立
大
学
経
済
学
部
、
一

橋
大
学
経
済
学
部
、
明
治
大
学
商
学
部
、

同
大
政
治
経
済
学
部
、
東
京
経
済
大
学

経
済
学
部
）
が
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
惜
し
く
も
決
勝
進
出
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム

に
次
ぐ
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
八
チ
ー

ム
（
琉
球
大
学
、明
治
大
学
、成
城
大
学
、

福
島
大
学
、
香
川
大
学
、
信
州
大
学
、

東
京
経
済
大
学
、法
政
大
学
）
を
「
佳
作
」

に
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
決
勝
当
日
は
、
日
本
銀
行
本
店
に
お

い
て
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

一
五
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
、
審
査
員
か
ら
の
質
問
に
答

え
る
と
い
う
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
審
査
員
に
は
、
川
本
裕
子
氏
（
早

稲
田
大
学
大
学
院
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究

科
教
授
）、
小
枝
至
氏
（
経
済
同
友
会
副

代
表
幹
事
・
日
産
自
動
車
株
式
会
社
相

談
役
名
誉
会
長
）
を
お
招
き
し
た
ほ
か
、

日
本
銀
行
か
ら
西
村
淸
彦
副
総
裁
（
審

査
員
長
）、
亀
崎
英
敏
政
策
委
員
会
審
議

委
員
、
井
戸
清
人
理
事
が
参
加
し
ま
し

た
。
審
査
終
了
後
、審
査
員
長
か
ら
、「
回

を
重
ね
る
に
連
れ
、
現
状
分
析
の
綿
密

さ
や
論
旨
の
明
快
さ
な
ど
の
点
で
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
」「
特
に
決
勝

に
残
っ
た
作
品
は
、
基
本
的
に
構
成
が

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
課
題
解
決
に
向

け
た
処
方
箋
の
具
体
性
も
高
か
っ
た
」

と
の
総
評
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
経
済
学
部
チ

ー
ム
の
「
中
小
企
業
金
融
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
エ
キ
ス

ポ
の
提
案
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。「
現
状

分
析
に
当
た
り
、
実
際
に
地
元
の
中
小

企
業
や
信
用
金
庫
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
実
行
力
」
や
「
地
道
な
調
査
を

経
て
地
元
の
関
係
者
の
生
の
声
が
反
映

さ
れ
た
提
案
内
容
に
説
得
力
が
あ
っ
た
」

点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
優
秀
賞
二
チ
ー
ム
、
敢
闘
賞
二

チ
ー
ム
を
、
以
下
の
通
り
選
出
し
ま
し

た
。
五
チ
ー
ム
の
作
品
全
文
お
よ
び
審

査
員
の
講
評
は
、
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.b
o
j.o
r.jp
/typ

e
/

release/adhoc/grand0812b.htm

【
最
優
秀
賞
】

●
名
古
屋
市
立
大
学
経
済
学
部
チ
ー
ム

「
中
小
企
業
金
融
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
エ
キ
ス
ポ
の
提
案
」

【
優
秀
賞
】

●
一
橋
大
学
経
済
学
部
チ
ー
ム

「
大
学
発
地
域
密
着
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ

ン
ド
の
形
成　

〜
地
域
に
根
差
し
た
大

学
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
し
く
み
〜
」

●
明
治
大
学
商
学
部
チ
ー
ム

「
電
子
マ
ネ
ー
と
企
業
ポ
イ
ン
ト
の
新
た

な
交
換
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

【
敢
闘
賞
】

●
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
チ
ー
ム

「
し
あ
わ
せ
＠
ホ
ー
ム　

〜
日
本
に
お
け

る
中
古
住
宅
市
場
形
成
と
資
産
形
成
に

各チームによるプレゼンテーションの模様

審査員からは厳しい質問が次々と

最優秀賞に輝いた名古屋市立大学チームと審査員の皆さん
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む
け
て
〜
」

●
東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
チ
ー
ム

「
日
本
版
金
融
経
済
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構

築
へ
向
け
て　

〜
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

金
融
経
済
教
育
の
導
入
〜
」

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
〜
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
の
提
言
〜
」
は
、
来
年
度
も
開
催

す
る
予
定
で
す
の
で
、
全
国
の
大
学
な

ど
で
学
ぶ
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、
斬

新
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
用
い
て
挑
戦

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
に
ち
ぎ
ん
☆
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
等
の

開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
昨
年
十
二
月

二
十
二
日
お
よ
び
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
の
四
日
間
、
白
川
総
裁
ほ
か

に
よ
る
「
市
民
講
座
」
を
中
心
と
し
た

催
事
「
に
ち
ぎ
ん
☆
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
初
日
の
二
十
二

日
夕
刻
に
開
催
さ
れ
た
「
市
民
講
座
」

で
は
、「
日
本
銀
行
へ
の
招
待
」
と
い
う

演
題
で
、
白
川
総
裁
が
、
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
約
二
四
〇
名
の
方
々
を
前
に
、

日
本
銀
行
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、

参
加
者
の
方
か
ら
鋭
い
質
問
を
頂
戴
す

る
な
ど
、
一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
々

に
ご
好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
白
川
総
裁
の
当
日
の
講
演
内
容

は
、
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/type/press/

koen07/ko0812f.htm

▼
今
回
の
催
事
は
、
名
橋
「
日
本
橋
」

保
存
会
等
に
よ
る
「
年
の
瀬
日
本
橋

二
〇
〇
八   

〜
『
Ｅ
Ｃ
Ｏ　

Ｅ
Ｄ
Ｏ　

日

本
橋
』
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
使

用
す
る
電
力
を
風
力
発
電
や
人
力
発
電

に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
で
一
部

ま
か
な
う
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
運

営
が
な
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
銀
行
本
店

本
館
前
庭
で
は
、
大
き
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉

三
本
の
周
囲
に
、
振
動
を
電
力
に
変
換

す
る
新
技
術
「
発
電
床
」
を
設
置
。
参

加
者
が
「
発
電
床
」
を
踏
む
こ
と
に
よ

り
発
生
し
た
電
気
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に

取
り
付
け
ら
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て
利
用
し

白川総裁の市民講座の模様

日銀本店本館前庭のヒマラヤ杉のイルミネーション（左）。「発電床」を踏み、ヒマラヤ杉に光を灯す点
灯式の出席者（右上）。日銀本店本館前庭に設置された大分県竹田市の竹灯篭（右下）。
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ま
し
た
。
初
日
の
点
灯
式
に
は
白
川
総

裁
も
出
席
し
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
青
や
白
色
の
美
し
い
光
が
灯

さ
れ
る
と
、
周
囲
か
ら
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

▼
続
く
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
「
市

民
講
座
」
で
は
、「
お
札
の
話
」「
景
気

の
見
方
」「
日
本
銀
行
本
店
本
館　

そ
の

歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
事
務
に
携
わ
っ
て
い

る
本
行
職
員
が
自
ら
の
知
識
や
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
写
真
や
図
な
ど
を
使

っ
て
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
さ
れ
た
方
に

は
、
講
座
終
了
後
、
本
店
本
館
の
地
下

金
庫
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
通
常
の
見
学
ツ
ア
ー
で
は
ご

案
内
し
て
い
な
い
地
下
金
庫
内
の
小
部

屋
に
お
入
り
い
た
だ
き
、
一
千
億
円
分

の
模
擬
券
の
パ
ッ
ク
な
ど
を
間
近
に
ご

覧
い
た
だ
い
た
り
、
屋
外
灯
の
灯
っ
た

日
銀
本
館
の
中
庭
の
風
情
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
な
ど
、
い
つ
も
と
は
一
味
違

っ
た
見
学
ツ
ア
ー
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
勤
め
帰
り
の
方
に
も
ご

参
加
い
た
だ
け
る
時
間
帯
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
数
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

に
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
今
後
も
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ

う
な
催
事
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
な
お
、
日
本

銀
行
見
学
ツ
ア
ー

は
、
事
前
の
お
申

し
込
み
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
随
時
ご

参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
併
せ
て
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
日
本
銀
行
見
学
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
、

日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/type/etc/

service/annai03.htm
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■先日、3年半ほど前に大阪の国立文楽劇場で人形遣い
吉田玉男さんの最後の舞台を見て以来、久し振りに文楽
を楽しみました。人間国宝・竹本住大夫さんの、体の中
から搾り出すような心に染み入る語りに、ユネスコが世
界無形遺産に選んだ、文楽の高い芸術性を改めて実感し
ました。わが国が世界に誇る文楽をはじめとして、能狂
言、落語から浪曲、講談に至るまで、そのルーツが実は
仏教の説教にあることを知っている人はそれほど多くは
ないでしょう。
　関山先生が長年その継承にご尽力されてきたおかげ
で、節談説教は現在も細い糸として辛うじて残っていま
すが、まだ地方では生きた説教として語られていた30
年以上前に俳優の小沢昭一さんたちが残した節談の音源
（ＣＤ）は、そうした歴史を語る記録として貴重なだけ
ではなく、現代に生きるわれわれにとっても、住大夫さ
んの語りと同様、心に響くことに驚かされます。  （恵谷）
■単線を１両で走る福井のえちぜん鉄道は、一度は廃線
となりながらも、地元の方々の力で復活を果たした「み
んなの電車」です。朝の通勤・通学時、改札を駆け込む
男の子に駅員さんから「走らなくても大丈夫」と優しく
声が掛かり、アテンダントさんからは「おはようござい
ます」と一人一人に笑顔の挨拶が。毎日殺伐とした満員
電車に揺られる身にはうらやましい光景でした。えち鉄
が目指すのは「地域共生型サービス企業」。公共交通を
未来の子供たちに残すためだけでなく、電車を軸にした
地域の活性化も図ろうとしています。赤字を嘆くよりも、
自分たちができることからまず動く。「乗って残す運動」
の輪が広がっていくことを願います。　　　　　（ＡＵ）

発券局長による市民講座「お札の話」の模様

日銀本店本館の中庭
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